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SDGs 進捗管理・モニタリング分科会の設置等について 

令 和 ２ 年 ７ 月 

S D G s 推 進 本 部 事 務 局 

総務省政策統括官（統計基準担当） 

１． 分科会の目的 

２０１９年１２月の SDGs 実施指針改定版において「実施指針の取組状況の確

認（モニタリング）、見直し（中長期的な観点からのフォローアップとレビュー）」

について重点的に取り組むこと及び「分野横断的な課題の解決のため、円卓会議

課題別分科会や関連ステークホルダー会議の開催等、体制強化を検討する。」と

明記されたことを受け、SDGs 推進円卓会議の分科会として本分科会を設置する。 

 

２． 分科会のテーマ及び議論の内容 

（１）本分科会では、2030 アジェンダのパラグラフ 75 にある「目標とターゲッ

トは、グローバルな指標によってフォローアップされる。これらは、国レ

ベルや全世界レベルでのベースライン・データの欠如を埋める取組とと

もに、各国や地域レベルで策定される指標によって補完されるものであ

る」という記述を念頭に置き、SDG グローバル指標を補完する国内におけ

る指標や評価の状況に重点を置いた検討を行う。 

（２）本分科会では、参加者は１６９のターゲット全てについて議論すること

は困難であるという認識を共有し、SDGs 推進円卓会議関係者の問題意識

及び政策部局の対応可能性並びに実現可能性を考慮し、特定のターゲッ

トのモニタリングについて意見交換を行うこととする。 

（３）モニタリングの議論とは、具体的には以下の観点を意味する。 

ア グローバル指標の定義が確定したが国内指標が整備されていない指

標に関する意見交換 

イ プロキシー指標（代替指標）設定の検討 

ウ 定性的な評価を含めた指標によらない進捗把握の方法 

（４）SDGs 推進円卓会議構成員から１～２名の分科会調整役を選出する。 

（５）分科会の庶務は、総務省政策統括官（統計基準担当）の協力を得て、外務

省国際協力局において処理する。 

 

３． 参加者について 

・分科会調整役（SDGs 推進円卓会議構成員より１～２名を選出） 

・政府関係者（総務省政策統括官（統計基準担当）、外務省国際協力局、関係省

庁） 
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・統計分野の専門家 

・SDGs 推進円卓会議構成員（分科会の議題により異なる） 

・その他意見交換に貢献することが想定される関係者 

 

４． 今後の日程 

７月３０日 第１０回 SDGs 推進円卓会議（進捗管理・モニタリング分科会

の議論の範囲及び方法等について） 

  

９月～１１

月 

分科会を複数回開催 

１１月下旬 第１１回 SDGs 推進円卓会議（分科会の議論及び成果について

報告） 

１２月 第９回 SDGs 推進本部 

 

５． 分科会の公開 

会議資料及び議事要旨を後日公開する。ただし、会議資料について、公開する

ことにより会議の円滑な実施に影響が生じるおそれがある場合には、資料を公

開しないこともできる。 

 

６． その他留意すべき事項 

（１）SDGs 実施指針改定版には、「SDG グローバル指標に関するデータの収集と

分析」についても重点的に取り組むとあるが、SDGs グローバル指標に関

するこれらの取組は総務省政策統括官（統計基準担当）が各府省との調整

の中で随時実施していくものであり、本分科会の議論の対象外とする。 

（２）中・長期的な議論として２０３０年に向けたモニタリングの意見交換と

２０２０年１２月に予定されている第１０回SDGs推進本部に向けたモニ

タリングの意見交換では、その中身についても差が出ることが想定され

るが、分科会立ち上げにあたり、後者を見据えた議論をまずは実施するこ

ととする。 

（了） 


